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特徴ある地域型住宅の目標設定 (地域型住宅の性能) 

住宅性能評価 
 南海トラフ地震の可能性を鑑み 

 住宅性能評価 耐震等級2以上を推奨する 

  (長寿命型は必須) 

省エネ基準 
 

 日照時間の長さ等を考慮し 

 H28年省エネ基準 断熱性能等級4以上 

高齢者対策 
 本県の高齢化率は全国平均を上回って推移している為 

 高齢者対策等級3以上を検討する  



特徴ある地域型住宅の目標設定  

デザインルール 
瀬戸内海国立公園が含まれる当該地域における建築に
於いては色彩計画、デザイン等は環境に配慮するものと
する。 

自然災害対策 
自然災害等に関する防災マップ等の情報をお客様に渡
す。(センターHPよりダウンロード) 

節水対策 雨水タンク、節水トイレ、節水水栓等の利用を推進する。 



長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備 

住宅履歴情報の
蓄積 

維持管理計画書の提出と指定図書を住宅履歴情報として
国土交通省指導による「いえかるて」等に登録する。 

メンテナンス 
基準の整備 

ＪＢＮ等が推進する指定期間（１年・3年・5年・10年・15年・
20年・25年・30年）の点検の実施と完了報告を義務化 
とする。 

住まいの管理 
住宅引き渡し時に施主に対し日常の清掃とお手入れが 
重要であることを「住まいの管理手帳」を使いお手入れの
仕方を説明する。 



地域の産業・住文化・景観等への寄与 

地域材利用に 
関する共通ルール  

主要構造部に合法木材（全国・国外） 
または県産材(香川県・愛媛県・徳島県・高知県)を使用
する。 

地域材利用に 
関する共通ルール 

柱は105・120サイズを標準仕様とする 
(但しツーバイフォーや構造に支障のない柱は除く) 

地域材利用の 
1棟当たりの割合   

主要構造部に50％以上使用する。 

標準的な地域材の
使用部位  

主要構造材(土台・柱・梁・桁等の横架材等) 



地域の気候・風土等に根差した地域型住宅の建て方や様式 

① 
大地震、風水害その他の災害に備え、生活必需品のストックスペースを確
保する。 

② 防災グッズ等の備蓄、保管を行う。 

③ 軒の出を深くする。 

④ 夏季の日射軽減にすだれ、よしず等を用いる。 

⑤ 夏季における風通しを良くするため通風計画を配慮する。 

⑥ 夏季における打ち水用水栓を設ける。 

⑦ 地表の温度上昇を抑えるため、グラウンドカバー用に植物の植栽を促す。 



住宅版ＢＥＬＳ表示取得を標準とし、以下の数値を必ずクリアする 

地域区分 5地域 6地域 7地域 

外皮平均  
熱貫流率 

   （W/m2・K）    
UA  

0.49 

(0.6) 

エネルギー  
削減率（％）   

Ｒ 
（全体） 

105.0 

(100.0) 

Ro 
（太陽光発電を

除く） 

20.0％ 



住宅版ＢＥＬＳ表示取得を標準とし、以下の数値を必ずクリアする 

地域区分 5地域 6地域 7地域 

外皮平均  
熱貫流率 

   （W/m2・K）    
UA  

0.49 

(0.5) 

エネルギー  
削減率（％）   

Ｒ 
（全体） 

105.0 

(100.0) 

Ro 
（太陽光発電を

除く） 

20.0％ 



住宅版ＢＥＬＳ認証を取得し、以下の数値を必ずクリアする。また
低炭素化に関する措置の中から3項目以上を講じていること。 

地域区分 5地域 6地域 7地域 

外皮平均  
熱貫流率 

   （W/m2・K）    
UA  

0.7 
以下 

エネルギー  
削減率（％）   

Ro 
（太陽光発電を

除く） 

15.0％ 



① 節水に対する機器の設置 

   ＊ 節水トイレ・節水水栓・食器洗浄機等 

② 雨水または雑排水設備の導入 

③ ＨＥＭＳ(ホームエネルギーマネジメントシステム)の導入 

④ 創エネルギー設備や定置型蓄電池の設置 

   ＊ 太陽光発電など再生可能エネルギーを利用した発電設備     

⑤ ヒートアイランド対策の実施 

   ＊敷地や建物屋上、壁面の緑化等 

⑥ 住宅劣化の軽減に資する措置 

   ＊ 劣化対策等級2  

⑥ 木造住宅であること  

⑦ 高炉セメントを利用していること  

 
 
 
 
 



■長寿命型・高度省エネ型の質義審査は、 
 これまでどおり、事務局担当者 と 
 長寿命型実施支援室 ・ 高度省エネ支援室  との間で行います。 
  

長寿命型実施支援室 
高度省エネ支援室 

事務局へ2部提出   

支援室への提出書類 

  

   

交付申請書類 
実績報告書類 
各2部を事務局へ 
提出して下さい 

事業者控え 

事務局控え 



◎交付申請時 
 共通ルールチェックシートに 
 チェック☑を入れて、1部提出。 

◎実績報告時 
 共通ルールチェックシートの 
 チェック☑を入れた項目を 
 確認できる書類を1部提出。 

◎必須項目は全ての項目を    
  選択。 
 選択項目は何れか一つ以上 
  を選択。  



業 種 構成数 

Ⅰ 原木 16社 

Ⅱ 製材 22社 

Ⅲ 木材流通 31社 

Ⅳ プレカット 17社 

Ⅴ 設計 37社 

Ⅵ 施工 54社 

Ⅶ 木材を扱わない流通 6社 

Ⅷ 
その他（畳、瓦、襖等の住宅

資材の供給事業者） 
7社 

構成メンバー合計 
（重複含む） 

190社 



【申込受付】  
   

平成29年9月19日(火) 
   AM9:00より 
9月21日(木)PM3：00まで 
メールにて受付 

 
三世代同居住宅優先 

 
9月25日(月)決定 



◎エントリーシート 

◎工事請負契約書 (印紙貼付済みのもの） 

◎認定申請受理票の写し*  又は 
  設計住宅性能評価引受書の写し   

住宅の種類 必要書類 

長期優良住宅 長期優良住宅建築等計画の認定申請 

認定低炭素住宅 低炭素住宅建築等計画の認定申請 

性能向上計画認定住宅 性能向上計画認定申請 

ゼロ・エネルギー住宅 住宅版ＢＥＬＳの認証取得 

※エントリー後1ヶ月以内に交付申請書類を提出しない場合は 
  エントリーの取り消しを行います。 



※ゼロ・エネルギー住宅に関しては10月2日以降、随時受付けております。 




